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北
か
ら
二
九
年
「
生
産
に
顔
を
向
け
よ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定
さ
れ
、
組
合
の
利
益
擁

護
は
正
面
か
ら
退
く
が
、
し
か
し
利
益
擁
護

の
建
前
は
消
滅
せ
ず
、
生
産
課
題
達
成
を
と

お
し
て
の
そ
れ
の
実
現
の
主
張
や
、
消
費
物

資
確
保
に
よ
る
実
質
賃
金
確
保
、
作
業
条
件

未
整
備
を
告
発
す
る
経
営
側
非
難
の
機
能
等

は
、
組
合
の
任
務
に
残
さ
れ
た
（
第
四
章
、

「
上
か
ら
の
革
命
」
と
労
働
組
合
）
。

　
経
営
側
の
義
務
条
項
か
ら
成
っ
て
い
た
ネ

ッ
プ
期
の
団
体
協
約
も
転
換
に
よ
っ
て
変
容

し
、
労
働
者
側
の
生
産
協
力
義
務
を
内
容
と

す
る
も
の
と
な
り
、
や
が
て
団
体
協
約
カ
ン

パ
ニ
ア
さ
え
舞
台
か
ら
消
え
て
い
く
。
こ
の

「
上
か
ら
」
の
生
産
協
力
の
た
め
の
協
約
事

ソ
パ
ニ
ア
に
は
、
末
端
の
「
遅
れ
た
労
働

者
」
の
抵
抗
が
大
き
く
、
か
つ
組
合
と
経
営

陣
双
方
の
現
場
指
導
者
の
「
遅
れ
た
労
働
者

へ
の
追
随
」
に
よ
っ
て
空
文
化
し
、
結
局
現

場
の
混
沌
状
況
の
う
ち
に
無
協
約
時
代
（
三

四
－
四
六
年
）
に
入
る
（
第
五
章
、
一
九
二

〇
1
三
〇
年
代
に
お
け
る
団
体
協
約
制
度
お

よ
び
そ
の
変
容
）
。

　
著
者
は
、
次
い
で
内
戦
期
か
ら
ネ
ッ
プ
期

を
へ
て
ス
タ
ー
リ
ン
型
に
移
る
経
過
を
労
働

政
策
の
行
政
主
体
と
社
会
保
険
制
度
の
変
遷

の
観
点
か
ら
説
明
し
な
お
す
。
第
六
章
は
、

労
働
行
政
の
主
体
た
る
べ
き
労
働
人
民
委
員

部
の
歴
史
的
経
緯
に
注
目
す
る
。
革
命
直
後

に
組
合
が
「
国
家
化
」
の
方
向
を
も
ち
、
任

命
制
の
経
営
機
関
が
成
立
す
る
と
、
組
合
は

賃
金
や
労
働
保
護
等
の
労
働
条
件
の
国
家
規

制
を
行
っ
た
の
で
、
人
民
委
員
部
た
る
労
働

委
員
部
（
い
わ
ば
労
働
省
、
労
働
問
題
国
家

委
員
会
）
の
独
自
機
能
は
不
明
確
で
あ
っ

た
。
ネ
ッ
プ
期
に
組
合
が
国
有
企
業
経
営
主

体
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
、
社
会
団
体
と
な

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
政
策
に
つ
い
て
責
任

を
も
つ
行
政
機
関
が
必
要
と
な
り
、
組
合
と

異
な
る
労
働
立
法
、
労
働
市
場
調
節
（
職
業

紹
介
）
、
労
働
監
督
、
社
会
保
険
等
の
仕
事

が
労
働
人
民
委
員
部
の
仕
事
と
な
っ
て
、
両

者
は
分
化
す
る
。
と
こ
ろ
が
二
〇
年
代
末
の

大
転
換
は
、
失
業
に
か
わ
っ
て
労
働
力
不
足

を
生
み
、
工
業
機
関
が
労
働
者
の
直
接
募
集

矢
野
　
眞
和
著

『
試
験
の
時
代
の
終
焉
」

　
本
書
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
イ
ン
パ
ク

ト
の
強
さ
と
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
語
り
口

調
、
。
フ
ロ
野
球
な
ど
取
り
あ
げ
る
話
題
の

や
わ
ら
か
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
密
度
の

濃
い
教
育
経
済
学
の
マ
ク
ロ
研
究
書
で
あ

る
。
教
育
投
資
、
教
育
に
お
け
る
試
験
と

　
　
　
吉
　
本
　
圭
　
一

（
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

選
抜
、
教
育
市
場
と
労
働
市
場
と
の
連

接
、
企
業
内
教
育
と
人
的
資
本
の
理
論
推

敲
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
工
学
、
経
済
学
か

ら
社
会
学
に
い
た
る
著
者
の
幅
広
い
複
眼

的
思
考
を
ぎ
っ
し
り
盛
ウ
込
ん
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
教
育
投
資
の
収
益
率
に
つ
い

て
、
各
学
校
段
階
ご
と
の
教
育
費
用
と
学

歴
別
生
涯
所
得
の
推
移
を
比
較
し
な
が

ら
、
緻
密
な
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
成
長

期
に
「
大
学
本
位
制
」
の
経
済
構
造
が
で

き
、
高
校
ま
で
進
学
し
て
し
ま
え
ば
、
高

校
卒
で
働
く
よ
り
も
大
学
ま
で
進
学
す
る

方
が
、
経
済
的
に
リ
ス
ク
も
少
な
く
、
よ

り
ペ
イ
す
る
と
い
う
現
実
を
実
証
し
た
。

つ
ま
り
、
戦
後
の
高
等
教
育
の
拡
大
が
、

国
民
所
得
倍
増
計
画
な
ど
人
材
へ
の
「
社

会
的
必
要
」
に
教
育
が
従
属
し
た
結
果
と

を
行
い
委
員
部
を
無
用
に
し
つ
つ
、
同
時
に

労
働
者
保
護
か
ら
生
産
の
た
め
の
労
働
者
動

員
に
方
針
が
転
換
、
組
合
が
「
国
家
化
」

し
、
多
少
と
も
労
働
者
保
護
的
で
も
あ
っ
た

委
員
部
は
解
散
さ
れ
る
。
組
合
の
「
国
家

化
」
が
、
行
政
主
体
た
る
べ
き
労
働
委
員
部

を
吸
収
す
る
。

　
第
七
章
は
、
曝
露
時
代
を
含
め
て
大
転
換

ま
で
の
社
会
保
険
の
歴
史
を
追
究
す
る
。
一

〇
月
革
命
後
、
保
険
料
全
額
事
業
主
負
担
、

各
種
保
険
の
統
合
か
ら
管
轄
の
国
家
へ
の
集

中
、
国
営
社
会
保
険
を
へ
て
社
会
保
険
の
全

額
国
庫
負
担
に
よ
る
社
会
保
障
制
へ
と
、
制

．
度
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
。
一
九
二
二

年
労
働
法
典
は
、
全
額
事
業
主
負
担
の
社
会

保
険
を
復
活
さ
せ
、
一
時
的
労
働
不
能
・
失

業
等
の
手
当
、
身
障
者
の
年
金
等
を
掲
げ

た
。
だ
が
、
ネ
ッ
プ
期
に
こ
の
完
全
実
施
は

難
し
く
、
財
政
難
の
中
に
支
給
の
減
額
、
各

種
の
差
別
、
「
非
勤
労
分
子
」
の
締
め
出
し

が
生
じ
て
い
た
。
二
八
年
繊
維
工
業
労
働
者

　
の
高
齢
者
整
理
対
策
か
ら
老
齢
年
金
が
設
定

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
面
す
る
経
済
課
題

　
の
た
め
に
社
会
保
険
を
利
用
す
る
立
場
に
立

ち
、
そ
の
後
の
ソ
連
で
の
保
険
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
系
的
な
差
別
化
、
社
会
保
険
の
「
階
級

路
線
」
の
先
駆
と
な
る
。
組
合
が
「
生
産
に

顔
を
向
け
る
」
と
と
も
に
、
社
会
保
険
も
ま

た
生
産
に
顔
を
向
け
、
　
「
均
等
主
義
を
振
る

　
い
落
と
し
」
、
農
民
的
分
子
、
宗
教
信
者
、

　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」
　
「
あ
ら
ゆ
る
南
京

虫
」
そ
の
他
が
差
別
さ
れ
る
。
同
時
に
、
特
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う
よ
り
も
、
合
理
的
な
経
済
動
機
に
裏

け
ら
れ
た
「
個
人
的
需
要
」
の
高
ま
り

対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
学
卒
労
働
市
場
の
動
向
を
検
討
し
、

年
の
工
学
部
卒
業
者
の
製
造
業
ば
な
れ

、
女
子
高
等
教
育
の
効
用
の
高
さ
に
つ

て
も
、
経
済
学
的
に
や
さ
し
く
謎
解
き

れ
て
い
る
。

労
働
市
場
と
教
育
市
場
の
連
接
を
め
ぐ

て
は
、
’
「
教
育
は
経
済
化
し
、
経
済
は

育
化
し
て
い
る
」
と
い
う
本
書
の
基
本

説
が
提
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国

教
育
は
、
完
全
情
報
・
完
全
競
争
で
経

効
率
的
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
今
や

試
験
の
時
代
」
が
完
成
し
て
い
る
。
他

で
、
経
済
は
不
完
全
情
報
・
不
完
全
競

の
世
界
で
あ
り
、
．
人
材
の
育
成
に
重
き

お
く
の
だ
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
就
職

め
ぐ
お
選
抜
に
つ
“
て
は
、
会
社
別
労

市
場
と
学
校
別
教
育
市
場
と
の
連
接
が

に
た
る
。
こ
れ
を
、
サ
F
1
の
ジ
ョ
ブ

争
モ
デ
ル
と
対
比
し
て
、
会
社
競
争
モ

ル
と
し
て
表
現
し
、
企
業
規
模
別
の
収

率
を
も
と
に
検
証
し
て
い
る
。

教
育
訓
練
・
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、

材
の
発
見
・
選
抜
・
．
育
成
ま
で
一
連
の

ス
テ
ム
と
し
て
一
貫
し
た
考
察
を
、
行

、
わ
が
国
の
現
実
に
即
し
た
人
的
資
本

論
を
推
敲
し
て
い
る
。
企
業
内
教
育
費

規
模
が
公
表
数
字
の
一
五
倍
に
匹
敵
す

と
の
推
計
と
と
も
に
、
　
「
人
的
資
本
」

「
人
間
資
本
出
世
忌
引
O
鎖
営
邑
」
と

人
間
関
係
資
本
缶
当
日
重
切
豊
平
8

巷
一
邑
」
と
に
区
別
し
、
．
後
者
へ
の
投

の
比
重
の
大
き
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

な
わ
ち
、
人
間
関
僚
資
本
と
は
、
「
人

関
係
・
組
織
に
ス
キ
ル
が
蓄
積
さ
れ

」
、
も
の
で
あ
り
、
そ
の
投
資
は
、
知
識

独
占
化
で
は
な
く
共
有
財
産
化
を
す
す

る
。
こ
れ
は
、
選
抜
よ
り
も
育
成
を
重

す
る
日
本
の
企
業
内
教
育
訓
練
を
説
明

る
の
に
都
合
の
よ
い
仮
説
と
な
っ
て
お

笠
ま
た
、
不
完
全
情
報
を
前
提
と
し
て

み
立
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
代
経
済
学
の

し
い
潮
流
に
沿
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
唱

的
経
営
」
を
普
遍
的
な
枠
組
み
で
解
明

る
重
要
な
切
り
口
で
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
理
論
組
み
立
て
の
素

と
し
て
、
こ
の
本
を
面
白
く
し
て
い
る

が
、
ド
ラ
フ
ト
（
選
抜
）
と
プ
ロ
野
球

手
の
活
躍
（
育
成
・
熟
練
）
に
つ
い
て

実
証
分
析
で
あ
る
。
ド
ラ
フ
ト
順
位
と

め
後
の
活
躍
と
が
必
ず
し
も
明
確
に
対

せ
ず
、
野
球
と
い
っ
た
「
実
力
主
義
の

界
で
す
ら
、
初
期
選
抜
よ
り
も
育
成
力

決
め
手
に
な
る
」
．
と
指
摘
す
る
。
こ
こ

ら
翻
っ
て
《
本
来
不
確
実
な
人
間
の
能

・
将
来
性
を
一
見
確
実
そ
う
な
精
緻
な

報
に
置
き
換
え
て
「
過
剰
な
選
抜
競
争

し
て
い
る
学
校
と
塾
と
企
業
」
に
対
し

、
く
じ
引
き
ほ
ど
で
は
な
い
に
七
「
て
も

抜
を
不
完
全
情
報
化
し
て
、
も
っ
と
育

に
力
点
を
置
く
べ
き
だ
と
い
う
、
著
者

結
論
へ
と
続
く
。
そ
し
て
、
子
供
の
勉

し
す
ぎ
、
親
の
働
き
す
ぎ
、
老
後
の
暇

ぎ
と
い
う
「
三
す
ぎ
」
め
経
済
効
率
的

生
活
様
式
か
ら
、
生
活
行
動
の
バ
ラ
ン

を
回
復
す
る
生
活
様
式
転
換
と
い
う
豊

な
社
会
の
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

「
教
育
を
教
育
化
し
、
経
済
を
も
っ
と

育
化
す
る
」
と
い
う
課
題
、
と
く
に
後

の
方
は
、
日
本
的
経
営
～
人
間
関
係
資

～
組
織
帰
属
主
義
～
「
働
照
す
ぎ
」
と

っ
た
整
合
性
の
高
さ
を
考
え
る
と
き
ハ

者
に
は
、
む
し
ろ
今
後
経
済
を
経
済
的

割
り
切
っ
て
い
く
方
が
よ
い
の
で
は
な

か
と
の
疑
問
も
わ
く
が
、
ど
う
だ
ろ
う

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
至
言
と
パ
ラ
ド
ッ

ス
に
満
ち
た
本
書
の
世
界
で
遊
ぶ
楽
し

を
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
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